
❶｢講義・演習（input）｣－｢実践（practice）・調査
（research）｣－｢報告・共有（output・outcome）｣形式で、小学
校・中学校・高等学校・特別支援学校の受講者が校種を越えて協
働的に学び合う。
❷育成指標に基づいた「省察」をとおして自身の立ち位置や職能
成長について確認できる。
❸受講者の実践課題等を踏まえ、教職大学院教員がコンサルテー
ションとサポートを行う。
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